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横浜山の会 2019 年 11 月号会報 第 668 号 

高尾：大垂水峠～日影林道 

◆日程 2019年 9月 26日 (木) 

◆メンバー L : 渡辺 豊 

◆天候 晴 

咲き競う秋の草花をたずねることにしました。高尾山の大平林道は草花の宝庫です。林道は

陽が差し込むので草花鑑賞の穴場です。 

 

ノブキ～キク科～くっつく キク科は綿毛が多い  アズマヤマアザミ  シラヤマギク  シモバシラ  ヤマゼリ  

シロバナツルリンドウ  ヌスビトハギ～種が泥棒の足袋に似るウバユリの実～花は横向き実は上向き～種を遠くに飛ばす

ため  タマアジサイ  フジカンゾウ～大きい  ギボウシ  ノハラアザミ  ゼンマイ  クロモジ～いい匂い  

ヤブムラサキ～葉、毛フカフカ  ミヤマシキミ～花と実同時に見られる  ヤマハギ～花序が葉より長い  ガンクビソ

ウ  シュウブンソウ～生長点が外に開く＝ヤブタバコ  イヌトウバナ  センブリ  シラヤマギク～葉が上と下で違

う～舌状花がまばら  ミツバアケビ  ウラジロ～鏡餅をのせる～葉裏の白は蝋  シロヨメナ  マツカゼソウ～風に

なびくと優雅  ヒヨドリバナ  レモンエゴマ～会えると嬉しい  イヌショウマ  キンミズヒキ～バラ科～先端曲が

っているのでくっつく  センボンヤリ  タイアザミ  ゲンノショウコ～五れつの葉  オナガグモ～クモを食べる～

別名クモクイグモ  イヌショウマ～花柄ナシ～（サラシショウマ～花柄アリ）  シロヨメナ  イヌショウマ  キバ

ナアキギリ  ヒヨドリバナ  カノツメソウ  ユウガギク～枝分け横に広がる（ノコンギク）  チジミザサ  ゴン

ズイ  ツルリンドウ  ジョロウグモ～オス・メス  ホウチャクソウの実  アキノキリンソウ  アカゲラ・アオゲ

ラ～キキキと鳴く  ゲンノショウコ～種自力でとばした後神輿の頭の形～別名ミコシグサ  ツリフネソウ～自力で種と

ばす  ノハラアザミ～花上を向く～ふれると花粉出す  ビナンカズラ～男整髪料の匂い  フジカンゾウ  ゲジゲジ

シダ  クジャクシダ  ノササゲ  ミツバフーロ～葉三つに分かれる～ゲンノショウコは五つ  ヤマキツネノボタン  

リョウメンシダ  オオガンクビソウ  キンミズヒキ～くっつく 

 

 

 

 

 

 ジョロウグモ  縞模様のジョロウグモは巣の真ん中に大きくドンと構えています。メスで

す。ところがよく見ると巣の端に小さなクモがいます。メスの十分の一くらい。オスです。交

尾の瞬間を待っています。メスが居眠りをしたり、餌に夢中になっている時がチャンスです。

失敗したらウンノツキ。食べられてしまいます。クワバラクワバラ。 

 

 ウラジロ  シダ科。群生する。お正月の鏡餅の下に敷く植物です。葉裏は白色。蝋の成分

がついている。ライターで熱すると蝋が融けて緑色になる。 （記：渡辺 豊） 

 

CT：大垂水峠 11:00‐もみじ台 14:00‐日影バス停 15:30 

 

個人山行 

 

「オナガグモ」2019-09-26 

細い線はクモの巣。簡単な蜘蛛の巣を張る。中央がオナ

ガグモ（ほぼ実物大）左に細長い胴、右が脚。他のクモが

近づくと粘液でぐるぐる巻きにし、体液を吸う。別名クモ

クイグモ。 

 

「小さな滝」 

2019-09-26 

北斜面の作業道に

3ｍの滝を見つけま

した。名前はないと

思います。 


